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コード３０２２１ 「ドリルと演習シリーズ 電子回路」正誤表 第１版１刷 ２０１３・７・２

５ 

頁	 行	 誤	 正	 

目次  第 5章	 電子増幅回路	 第 5章	 電力増幅回路 

17 問題５．２ ･･･表しなさい。	 ･･･表しなさい。ただし，ＲＢ≫ｈｉｅとする。	 

１８ 問題５．３ ･･･表しなさい。 
･･･表しなさい。ただし，Ｒ１//Ｒ２≫ｈｉｅとす
る。 

１９ 式（２－１８） 

 

	 

ＲＢ	 →	 ＲＣ	 

１９ 下 9 行目 ･･･傾き 1/(ＲＢ＋ＲＥ)の･･･ ＲＢ	 →	 ＲＣ	 

１９ 下 8 行目 ･･･ＲＢ＋ＲＥ は･･･ ＲＢ	 →ＲＣ	 

２９ 演図２．１１ 縦軸，横軸の符号が欠落。 縦軸に「ＩＤ」，横軸に「ＶＤＳ」を入れる。 

 31 図 3.1 ＶＣＣ ＋ＶＣＣ 

３１ 下９行目 Ａｖｍは Ａｖｍは，Ｒ１//Ｒ２≫ｈｉｅとすると 

３１ 式（３－１） 

 
ｈｒｅ→ｈｆｅ	 

３３ 問題１０．４ ･･･演図 3.1 のように表される。･･･ 

 

この回路図から･･･を導出しなさい。 

･･･演図 3.1 のように表される（実際には入力側回

路のＣｉの影響もあるが，ここでは省略してい

る。）。･･･この回路図から･･･を導出しなさい。 

ただし，Ｒ１//Ｒ２≫ｈｉｅとする。 

３４ 問題１０．６ ･･･導出しなさい。 
･･･導出しなさい。ただし，Ｒ１//Ｒ２≫ｈｉｅ	  
とする。 

３６ 演図３．３（C） 

 
 

37 問題 11.5 問題 10.3の回路で･･･ 問題 11.4において･･･ 
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３９ 図３．５ 

  
３９ 下 11 行目 ･･･Ａｖは 

･･･Ａｖは，Ｒ１//Ｒ２≫ｈｉｅ１，Ｒ３//Ｒ４ 
≫ｈｉｅ２ とすると	 

４２ 問題１２．３ ･･･演図 3.5 に示す。次の各問い答えよ。 ･･･演図 3.5 に示す。ただし，ＣＳは低域でも有効な 

バイパスコンデンサとする。次の各問いに答えよ。 

42 演図 3.4 ＶＣＣ	 ＋ＶＣＣ 

42 問題 12.4 ･･回路全体の電圧増幅度|Ａｖ|＝･･	 

･	 

･･･回路全体の電圧増幅率|Ａｖ|＝･･･ 

４４ 上１２行目 ･･･信号等価回路である。 ･･･信号等価回路である。図中のはＲＦ 通常，Ｒ

Ｆ≫ｈｉｅ１ に設定される。 

46 上 2 行目 電圧増幅度 300 倍･･･	 電圧増幅率 300 倍･･･ 

47 中程 ブートストラップ回路は･･･	 

増幅度を上げて･･･	 

ブートストラップ回路は･･･ 

増幅率を上げて･･･ 

47 下 5 行目 ･･･必然的にＴｒ１の電圧増幅度は ･･必然的にＴｒ１の電圧増幅率は 

51 図 5.1 

	 

 	 

67 上 7 行目 ･･･相対電圧増幅度･･ ･･･相対電圧増幅率･･･	 

73 演図 6.4 ＶＢＢ，	 ＶＣＣ ＋ＶＢＢ，	 ＋ＶＣＣ	 
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78 図７．３ 

 

ＲＳ → ＲＦ	 

７９ 下１２行目 ･･･Ｒｉは|１－ＨＧＲＭ|・Ｒｉに･･･ ＨＧＲＭ → ＨＲＧＭ 

７９ 下１１行目 ･･･ループ利得はＨＧＲＭで･･･ ＨＧＲＭ	 →	 ＨＲＧＭ 

７９ 下５行目 |１－ＨＧＲＭ|・Ｒｏに増加する。 ＨＧＲＭ → ＨＲＧＭ 

92 下 7 行目 ･･･，および微積演算回路がある。 ･･，および微積分演算回路がある。 

９０ 図８．３ 

  
９２ 式（８－１５） 

  

９３ 式（８－２１） 

 

	 

＝	 →	 ≒	 

	 →	 Ｒ	 

	 

９４ 図８．１２ ”Ａ”が欠落 

 

１２２ 本文４行目 
･･･入力信号ｖｂｅと出力信号ｖｏの 
･･･	 

･･･入力信号電圧ｖｂｅと出力信号電流 
ｉｃの･･･	 

１２７ 上２行目 

 

ｐ	 →	 sinｐ	 

１２７ 上１１行目 

 

 

１４１ 式（１１－１３） 

 

cosωｔ	 →	 cosｋωｔ	 
k=2,4	 →	 k=2,4･･･	 

１４８ 式（１１－３４） 

 

Ｖｉ	 →	 Ｉｌ	 

Ｉｌ	 →	 Ｖｉ	 

149 下 8 行目 
･･･式(11-40)を式(11-32)と式(11-33) 
に適用し，･･･ 

･･･式(11-40)を式(11-33)と式(11-34) 
に適用し，･･･ 

１５１ 問 41.5 

（2）（ア）  ･･･，Ｖｉ＝9V，･･･ 
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１５２ １．３  

解図１．１ 

  

１５５ ４．４下３行目  (ＲＣ－ＲＥ)	 →	 (ＲＣ＋ＲＥ) 
１５７ ５．３解図２．２ （入力側回路の並列合成抵抗）ｈ１//Ｒ２ ｈ１ →  Ｒ１	 

１６０ ６．４（１）最下行 ＝920[kΩ] [kΩ]  →  [Ω] 

１６２ ８．４式⑤ 

 
 

１６５ １０．３（２） 

 

 

１ ６ ５

- 

１６６ 

１０．５（２） （２）・・・ 

 

１６７ １１４（２） 

解図３．１ 

右記に変更 
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１６７ １１．４（３） 

 

１００ → ６０ 

０．２→ ０．１２ 

 

 

０．２sin → ０．１２sin 

１６８ １１．６下８行目 ･･･ＲＥ≪ＲＬ･･･ ＲＬ → ＲＣ 

１７０ １２．４（１）式

①  

ｈｆｅ	 →	 ｈｆｅ２	 

１７０ １２．４（２） 

上４．５行 

･･･ｈＦＥの安定指数ｋは･･･ 

 

１７２ １３．３（２） ･･･ 式⑥’にＲＥ３＝0.8Ωを代入すると ･･･ 0.8Ω → 0.8kΩ 

１７３ １３．３（２）上１３行目 ･･･これらの回路定数を式(4-T11)に代入して･･･ 式(4-T11) → 式⑤ 

174 4.5 (2) ＩＥ	 

電圧増幅率Ａｖ	 

Ａｖ≒･･･  ≒0.995 
            ≒1 

ＩＥ１	 

電圧増幅度Ａｖ	 

Ａｖ≒･･･  ≒－0.995 
            ≒－1 

１７６ １５．４ ６行目 ･･･，それぞれドリル No.15 の問題 15.2 の･･･ ･･･，それぞれ問題 15.2 の･･･ 

１７６ １５．４ 

  

１７７ １６．３（１）  

解図５．３ 

 
 

１８５ ２１．４ 

左最下行 

 

 

  

１８８ ２３．４上２行目 ･･･題意から，ＶＥは－0.8[V]で

あるから	 

･･･題意から，元の回路におけるエミッタ電

位ＶＥは－0.8[V]であるから 

１８８ ２３．４ 

式①の下 

また，ＶＢ＝－6[V]としているので， 

ＶＥ＝－6.8[V]となる。 

また，解図 8.1 の回路ではＶＢ＝－6[V]とし

ているので，この回路におけるエミッタ電位

はＶＥ＝－6.8[V]となる。 

１９８ ３０．１上４行目 すなわち すなわち，一度，力を加えた後に振動子に

作用している力の方程式は 

２０６ ３９．２ ３行目 

 

cosωｔ	 →	 cosｎωｔ	 


